


Copyright © 2007 Masashi Shimizu and Impress Japan Corporation.  All rights reserved.

本書の内容はすべて、著作権法によって保護されています。著者および発行者の許可を得ず、転載、複写、複製

等の利用はできません。

�

一度保存�したファイルを�開き�、�内容�を�変更�したり�、�
続�きを�作成�したりしたときは�、�作業�の�終�わりに�再度�、�
保存�が�必要�です�。�そのとき�、�元�のファイルが�不要�
なら�手順�2の�画面�で�、�［�上書�き�保存�］�を�選択�します�。�
上書�き�保存�では�、�変更�した�内容�を元�のファイルの�
［�上書�き�保存�］�ボタン�（� ）や� ＋� キーを�
押�すことでも�実行�できます�。�この�操作�は�、�どんなア�
プリケーションでもほぼ�同�じになるので�、覚�えてお�
くと�便利�です�。�

�

�

レッスン�
見開き2ページを基本に、�
やりたいことを簡潔に解説�

●やりたいことが見つけやすいタイトル�
「○○をするには」や「○○ってなに？」など、“やりたいこと”や�
“知りたいこと”がすぐに見つけられるタイトルがついています。�
�

●機能名で引けるサブタイトル�
「あの機能を使うにはどうするんだっけ？」そんな時に便利。�
 機能名やサービス名などで調べやすくなっています。�

間違った場合は？� ショートカットキー�
知っておくとなにかと便利。めんどうな�
操作を、キーボードを押す組み合わせ�
だけで簡単に使えます。�

手順の画面と違う時にはまずここ。�
操作を間違った場合の対処法を解説�
してあるので安心です。�

Point
操作の要点をていねいに解説。レッスン�
で解説している内容をより深く理解する�
ことで、確実に使いこなせるようになります。�

HINT!
レッスンに関連した、さまざまな機能を�
紹介したり、一歩進んだ使いこなしの�
テクニックまで解説します。�

手順�
必要な手順を、すべての画面とすべての�
操作を掲載して解説�

本書の読み方

●用語の使い方
本文中では「iVIS HG10」のことを「iVIS」または「アイビス」と記述しています。また、本文中で使用している

用語は、基本的に実際の画面に表示される名称に則っています。

●本書の前提
本書の各レッスンは、キヤノン株式会社製のハイビジョンHDDカメラ「iVIS HG10（ハードディスクモデル）」を

前提に画面を再現しています。また、本書では、Windows XP Home Edition/ProfessionalにCorel Application
Disc（ver2.0）をインストールし、Corel Application Disc Ver.2.0用アップグレードプログラムをインストールした
環境をもとに画面を再現しています。Windows Vistaの環境でも本書をお読みいただくことは可能ですが、一部画面
や操作が異なることがあります。また、DVD-R（片面２層式対応）、DVD-RW、CD-R、CD-RWへの書き込みに対
応したパソコンを使用しています。

●本書に掲載されている情報について
本書に掲載されている情報は、2007年9月現在のものです。本書の発行後に、情報が変更されることもあります。

「できる」、「できるシリーズ」は、株式会社インプレスジャパンの登録商標です。

アイビス、iVISは、キヤノン株式会社の商標です。

Corel、Corelロゴ、Ulead、Uleadロゴ、Ulead DVD MovieWriter、InterVideo、InterVideoロゴ、WinDVDは、Corel Corporationおよ

びその子会社の商標または登録商標です。

Microsoft、Windowsは、米国Microsoft Corporationの登録商標です。

その他、本文中の製品名およびサービス名は、一般に各開発メーカーおよびサービス提供元の商標または登録商標です。

なお、本文中には™および®マークは明記していません。



まえがき
一生の思い出として大切にしたい記念日、あとから振り返ったときに成長の過程がうかがえるよう

な行事やイベントなど、人生にはその一瞬を切り取って残しておきたいシーンがいくつもあります。

そんなシーンをiVIS（アイビス）で撮影できたとしたら、そのまま撮りっぱなしにしておくのは、と

てももったいないことです。

40GBものハードディスクを搭載することで、ディスクやテープを交換しなくても長時間の撮影が可

能になったiVIS HG10なら、思いのままに撮りためた美しいハイビジョン映像も手軽にパソコンに取

り込んで編集することができます。お気に入りのシーンだけをつないだり、シーンの切り替わりを凝

った効果で演出してみたり、映像に文字や音楽を付け加えたりと、映像を思い通りに編集して楽しん

でみましょう。

映像編集と言うと、難しいイメージがあるかもしれませんが、iVIS HG10に付属している「Corel

Applications」ならわずか数ステップで映像の編集ができてしまいます。映像をDVDに保存して、

ほかの人に渡すことなどもできますので、この機会に映像編集をはじめてみることをおすすめします。

2007年9月 清水理史
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レッスン

映像編集の流れを
知ろう1
DVDに書き込むまでの流れ

で
き
る
ア
イ
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ス

iVISで撮影した映像は、パソコンで編集

したり、DVDに書き込んだりして楽しむ

ことができます。まずは、全体の作業の流

れを確認してみましょう。

iVIS HG10では美しいハイビジョン画質の映像を撮
影することができますが、そのままでは映像のサイ
ズが大きすぎて1枚のDVDに保存することができな
いことがあります。このような場合は、あとから映
像を変換します。付属のソフトを使えば簡単に変
換することができますので、一般的なDVDと同等
のSD画質に変換してからDVDに保存しましょう。

SD画質に変換することもできる

2

映像編集は4つのステップに
分かれている

映像編集は大きく分けて4つのステップに分

かれています。最初のステップ1で映像をパ

ソコンに取り込み、そのあとのステップ2で

映像の不要な部分などを編集。ステップ3で

DVDのメニューを作成し、最後のステップ4

で完成した映像をDVDに書き込みます。

ス テ ッ プ 1
iVISをパソコンに接続し、撮影した映像を取り
込みます。iVISとパソコンの接続には、付属の
USBケーブルを利用します。

ス テ ッ プ 2
●DVD MovieWriter SEの起動

映像編集やDVDの作
成には付属の「DVD
MovieWriter SE」
というソフトを使いま
す。起動などの基本操
作を確認しましょう。

レッスンw参考

レッスンe参考

●映像にさまざまな効果を追加する
映像が切り替わる部分
に効果を設定してスム
ーズに映像をつなげた
り、映像にコメントを
挿入したりして、オリ
ジナルの映像を作成し
ます。

レッスンt参考

●映像の不要な部分を編集する
映像に不要なシーンが
含まれている場合は、
カットなどの作業をし
て、必要なシーンだけ
の映像に編集します。

レッスンr参考

iVISで撮影したハイビ
ジョン映像をパソコン
に取り込む
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ここで紹介したステップ1からステップ4までの作
業は、一度に行う必要はありません。今日はステ
ップ1の取り込みだけにして、翌日以降にステップ
2や3でじっくりと編集をし、最終的に気に入った
映像ができたらステップ4といったように、ステッ
プごとに日を分けて作業すると良いでしょう。

すべての作業を一度にやる
必要はない

3

ス テ ッ プ 3 ス テ ッ プ 4
編集した映像と作成したメニューを合わせて
DVDに保存します。作成したDVDは、一般的な
DVDビデオと同じ形式となりますので、家庭用
のDVDプレーヤーで手軽に再生できます。

DVDに書き込んだときに表示されるメニューを
作成します。1枚のDVDに複数の映像を保存し
た場合などは、メニューを利用することでタイト
ルなどから再生する映像を手軽に選択できます。

「映像編集」などと聞くと、難しいのではない

かと尻込みしてしまう人も少なくないのではな

いでしょうか？　しかし、iVISに付属してい

る映像編集ソフトを利用すれば、取り込み、

編集、メニュー作成、書き込みという、わず

か４つのステップで撮影した映像を好みの映

像に仕上げてDVDに保存することができま

す。はじめてでもかんたんにできるうえ、素材

となる映像を自分の好みに仕上げていく楽し

さを味わうことができるわけです。単に映像

を保存するだけでなく、映像を“創る”楽し

さを味わってみましょう。

わずか4つのステップで映像編集を楽しめる

レッスンy参考 レッスンu参考

取り込んだ映像を
DVDのメニューと
して作成

作成したメニューを
DVDメディアに書
き込む前に確認する

DVD RECORDABLE

編集した映像と作成した
メニューをDVDメディア
に書き込む

iVISには映像を取り込んだり、編集したりできる
「Corel Applications」が付属していますが、2007
年8月に修正プログラムが公開されています。下記
のURLから確認し、修正プログラムが必要かどう
かを確認しましょう。このような修正プログラムは
今後も提供される可能性がありますので、定期的
にホームページをチェックすると良いでしょう。

Corel Applicationsの最新版を
入手しよう

▼ コーレル株式会社
ユーリードテクニカルサポート ホームページ
http://www.ulead.com.tw/Ulead/Survey/

campaign/Canon_DMF/
member.cfm?pg=4&fs=jp

http://www.ulead.com.tw/Ulead/Survey/campaign/Canon_DMF/member.cfm?pg=4&fs=jp


レッスン

iVISからパソコンに
映像を取り込むには2
GuideMenu

で
き
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iVISで撮影した映像をパソコンに取り込

みましょう。USBケーブルを使ってiVIS

をパソコンにつなげば、手軽に映像を取り

込むことができます。

4

iVISから映像をパソコンに
取り込むには

iVISで撮影したハイビジョン映像をパソコン

に取り込むには、「Corel Applications」と

いうソフトウェアを利用します。iVISに付属

しているCD-ROMに収録されていますので、

あらかじめパソコンにインストールしておき

ましょう。

Corel GuideMenu
アプリケーションを確認する1

あらかじめiVIS HG10に付属している「Corel
Application Disc」から「Corel Applications」
をインストールしておく

通知領域に［GuideMenu］アイコン
が表示されていることを確認

iVISとパソコンを接続する3

iVISとコンパクトパワー
アダプターを接続する2

iVISをカメラモードにする4
iVISを動画撮影できる
ようにして電源を入れる

wiVISのUSB接
続端子に、USB
ケーブルを接続

qiVISの動画/静止画切り
換えスイッチを 側に
スライド

w電源スイッチにあるロックスイッチを
押しながら［入］側に回す

［カメラ］ランプが点灯し、
カメラモードになった

qUSBケーブルをパソコン
のUSBポートに接続

w電源コードを
コンセントに接続

q電源コードとコンパクト
パワーアダプターを接続

eコンパクトパワー
アダプターをiVISに
接続



iVIS HG10に付属しているバックアップユーティリ
ティを利用すると、撮影した映像をパソコンにバッ
クアップしたり、再び書き戻したりすることができ
ます。ただし、撮影時間によってはファイルサイズ
が非常に大きくなることがありますので、パソコン
のハードディスクに十分な空き容量があるかどうか
を確認してからバックアップしましょう。

手順６で［GuideMenu］を閉じてしまったときは、デ

スクトップのアイコンをダブルクリックしてメニューを

表示し直します。

間違った場合は？

2
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次のページに続く

あらかじめiVIS HG10に付属している
「バックアップユーティリティディスク」
から「HGBACKUP」フォルダをデスク
トップにコピーしておく

iVISを再生モードにする5

GuideMenuが表示された6
q［HGBACKUP］フォルダを
ダブルクリック

w［HGBACKUP］を
ダブルクリック

e［データのバックアップ］をクリック

r［開始］を
クリック

t［OK］をクリック

パソコンに iVISが
接続されると、自動
的に［GuideMenu］
が表示される

しばらくするとバルーンが表示され、
iVISが認識された

データのバックアップ先が
表示された

◆GuideMenu
Corel Applicationsを起動す
るためのメニュー。いろいろな
アプリケーションを起動できる

iVISに保存されたデータを
バックアップできる

映像の保存を開始する7
ここではiVISで撮影
した映像をパソコンに
保存する

［パソコンに保存］を
クリック

電源スイッチを［モード］側に回す

［再生］ランプが点灯し、
再生モードになった
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iVISは本体に内蔵されたハードディスクに映像を記
録します。このハードディスクの容量は40GBとな
っていますので、容量いっぱいまで映像を記録した
場合、映像ファイルの総容量も40GB近くになりま
す。このような映像をパソコンに取り込むには、
40GB以上の空き容量が必要になりますので、事前
にパソコンのハードディスクの空き容量を確認して
おきましょう。

ハードディスクの空き容量に
気をつけよう

手順10で間違って、保存を途中でキャンセルしてしま

った場合は、手順１から、もう一度、操作をやり直し

ます。

間違った場合は？

6

映像の保存が完了した11

GuideMenuを閉じる12

保存する映像を選択する9

映像の保存を開始する10

［ファイルの保存が完了
しました］と表示され、
取り込みが完了した

［GuideMenu］
画面が表示された

映像の保存が開始
された

iVISに保存されている
映像が表示された

保存が完了するまで
しばらく待つ

パソコンに保存したい
映像にチェックマーク
を付ける

ここではすべての映像
をパソコンに保存する

すべての映像にチェック
マークが付いた

ここをクリック

ここをクリック

［OK］をクリック

映像の保存先を指定する8
［パソコンに保存］
画面が表示された

［次へ］をクリック

［開始］をクリック

ここをクリックすると、
保存先を選択できる

初期状態では「マイドキュメン
ト」の中にある「マイビデオ」
フォルダに保存される

iVISで長時間の映像を撮影した場合、その映像は
2GBごとに分割されてパソコンに取り込まれます。
映像によっては、たくさんのファイルに分割される
こともありますので、よく確認しておきましょう。
なお、分割されたファイルは、DVD Movie Writer
SEを利用することで1つにまとめることもできま
す。ファイルをまとめておきたい場合に活用すると
良いでしょう。

長時間の映像を取り込む場合は

［オーサリング］を
ク リ ッ ク す る と
DVD MovieWriter
SEを起動できる



iVISで撮影した映像を編集するには、まずパ

ソコンに映像を取り込む必要があります。取

り込みといっても、作業はかんたんです。

USBケーブルでパソコンとiVISを接続すると、

自動的に取り込みに使うアプリケーション

［GuideMenu］が起動するので、メニューか

らやりたい操作を選ぶだけです。これでiVIS

本体からパソコンのハードディスクへと映像が

コピーされます。バックアップユーティリティ

を利用することで、映像だけでなく、iVIS全

体をバックアップすることもできますので、パ

ソコンでiVISをさらに活用してみましょう。

つなぐだけでかんたんに映像を取り込める

2

G
u
id
e
M
e
n
u

パソコンに取り込んだ映像は、［マイドキュメント］
の中にある［マイビデオ］フォルダに保存されます。
以下の手順を参考にファイルを参照すると良いで
しょう。なお、ファイルを再生するには、「Corel
Application Disc」 に含 まれる「 InterVideo
WinDVD SE」というソフトウェアが必要です。再
生できないときはインストールしておきましょう。

取り込んだ映像を確認するには

7

iVISを安全に取り外せる
ようにする13

［GuideMenu］画面が閉じ、
デスクトップが表示された

パソコンによっ
て表示される内
容が異なる

iVISをパソコンから
取り外せるようにする

q［ハードウェアの安全な取り外
し］をクリック

w［USB大容量記憶装置デバイス
- ドライブ（G:）］をクリック

iVISの電源をオフにする14

取り込んだ映像は、手順7で特になにも変更
しなければ「マイドキュメント」の中にある
「マイビデオ」フォルダに保存される

q［マイビデオ］
フォルダを表示

w確認したいフォルダ
をダブルクリック

撮影した日付がフォルダ名
になって保存される

フォルダに保存されて
いる映像が表示された

映像のファイルをダブルクリック
すると確認できる

電源スイッチにあるロックスイッチを押
しながら［切］側に回す

ランプが消灯し、電源が
オフになった



レッスン

取り込んだ映像を
編集するには3
DVD MovieWriter SE

で
き
る
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パソコンに取り込んだ映像を編集するに

は、［DVD MovieWriter SE］というアプ

リケーションを利用します。起動方法など

の基本操作を確認しておきましょう。

DVD MovieWriter SEはスタートメニューからだけ
でなく、 GuideMenuからも起動することができま
す。GuideMenuをかんたんに表示したいときは、
デスクトップにある［Corel GuideMenu］をダブル
クリックして起動しましょう。表示された
［GuideMenu］にある［オーサリング］をクリック
すると、DVD MovieWriter SEを起動できます。

GuideMenuからDVD
MovieWriter SEを起動できる

8

DVD MovieWriter SEを
起動する1

新しいビデオプロジェクトを
作成する2

［スタート］－［すべてのプログラム］－［Corel
Applications］－［Ulead DVD MovieWriter
5.6 Launcher］の順にクリック

［DVD MovieWriter SE］の
Launcher画面が表示された

q［ビデオディスク］
をクリック

w［新規プロジェクト］
をクリック

ここに選択したメニューの
説明が表示される

［GuideMenu］画面が
表示された

DVD MovieWriter SEを起動する

Corel Applicationsをインストー
ルすると、デスクトップに［Corel
GuideMenu］のショートカットが
自動的に作成される

q［Corel GuideMenu］を
ダブルクリック

w［オーサリング］を
クリック

以前に保存したビデオプロジェクトを開き、編集作
業の続きをしたいときなどは、手順2で［既存のプ
ロジェクトを開く］を選択し、保存したビデオプロ
ジェクトを読み込みます。このようにすれば、編集
作業を複数日に分けて少しずつ行えます。

保存したプロジェクトを開くには

手順2で［既存のプロジェクト
を開く］をクリック

［プロジェクトを開く］ダイアログボ
ックスが表示され、保存されたプロジ
ェクトを開けるようになった



手順３で間違ったフォーマットを選択してしまったとき

は、手順４で画面左下にあるフォーマット名をクリック

して設定を変更します。

間違った場合は？

3
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DVD MovieWriter SEは、パソコンに取り込

んだ映像の編集から、DVDへの書き込みとい

った一連の操作を行うためのアプリケーショ

ンです。このため、起動後にまず最初にしな

ければならない設定がフォーマットの選択にな

ります。最終的にDVDに保存するときに、ど

のような形式でデータを書き込むのかを決め

ることで、はじめて編集などの実質的な作業

が可能になります。iVISは美しいHDモード

（AVCHD）で映像を撮影できるのが特徴です

が、この映像を再生できる環境はまだ限られ

ます。このため、本書ではDVDを選択し、一

般的な環境で再生できる形式で映像を編集し

ます。

DVDのフォーマットを間違えないようにしよう

DVD MovieWriter SEでは、編集対象のビデオやビ
デオに追加する画像や音楽などの素材をひとまとま
りの単位として管理します。この単位のことをビデ
オプロジェクトと呼びます。DVD MovieWriter SE
で編集したビデオは、ビデオプロジェクトごとに保
存され管理されます。

ビデオプロジェクトってなに？

手順3で選択しているフォーマットは映像をどのよ
うな形式でディスクに保存するかを決める設定で
す。一般的なDVDプレーヤーなどで再生したい場
合は［DVD］を、HDモードで撮影した映像の品質
を落とさずに、ハイビジョンのまま保存したいとき
は［AVCHD］を選択します。「AVCHD」フォーマ
ットで作成したディスクはAVCHD規格に対応した
機器でのみ再生できます。対応していない機器に
これらのディスクを入れた場合、ディスクが取り出
せなくなることがあります。注意しましょう。

作成するディスクのフォーマットっ
てなに？

9

作成するDVDのフォーマットを
選択する3

新しいビデオプロジェクトが
作成された4

q［DVD］を
クリック

w［OK］をクリック

DVDのフォーマット
を選択する

［ビデオディスクの作成］ダイ
アログボックスが表示された

DVD MovieWriter SEの
画面が表示された



レッスン

映像内の不要な部分
を削除するには4
ビデオのカット編集

で
き
る
ア
イ
ビ
ス

それでは実際に映像を編集してみましょ

う。ここでは映像の始点と終点を指定し

て、映像に含まれる必要なシーンを取り出

す方法を紹介します。

DVD MovieWriter SEでは、追加する映像を事前に
確認することができます。手順2の画面でファイル
を指定してから、以下のように［プレビュー］ボタ
ンをクリックすることで、プレビュー画面で映像の
内容を確認できます。

追加する映像を確認するには

10

保存した映像をプロジェクトに
追加する1

追加する映像を選択する2

レッスンwで保存した映像を
プロジェクトに追加する

［ビデオファイルを
追加］をクリック

［ビデオファイルを開く］ダイ
アログボックスが表示された

［マイビデオ］に保存
された映像を追加する

撮影された日付ごとに
フォルダ分けされ、映
像が保存されている

e映像が保存されたフォルダ
をダブルクリック

r追加したい
映像をクリック

t［開く］を
クリック

保存した映像をDVD MovieWriter
SEに追加する

手順2で［プレビュー］をクリック

ここに選択している
映像のプレビューが
表示される

q［マイドキュメント］をクリック

w［マイビデオ］を
ダブルクリック



手順３で間違った映像を追加してしまったときは、映

像をクリックして選択し、左側にある［削除］（ ）

をクリックして削除します。

間違った場合は？

4

ビ
デ
オ
の
カ
ッ
ト
編
集

マーク開始とマーク終了とは、映像の特定の範囲
を指定するための機能です。マーク開始で映像の
始まりとなる位置を指定し、マーク終了で終わり
となる位置を指定します。このようにマークで特定
の範囲を指定することにより、その範囲の映像を
取り出すなどの編集ができます。

マーク開始とマーク終了ってなに？

11

次のページに続く

映像が追加された3

［ビデオのカット編集］画面を
表示する4

マーク開始を指定する5

追加した映像の必要な部分
を編集して取り出す

［ビデオのカット編集］画面が表示された

追加した映像の必要な部分を取り出す

w［ビデオの複数カット］
をクリック

q編集する映像を
クリック

ここに表示される映像を確認
しながら、ジョグバーをドラ
ッグして映像の頭出しをする

q必要な映像の先頭まで
ジョグバーをドラッグ

w［マーク開始］をクリック

◆ジョグバー

映像の各コマが表示される

［マーク開始］と［マ
ーク終了］で、必要
な部分を指定する

メディアクリップリストに
追加した映像が表示された

◆メディアクリップ
リスト
プロジェクトに追加し
た映像が表示される



で
き
る
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イ
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映像のマーク開始やマーク終了位置を細かく指定
したいときは、［前のフレームへ］（ ）または、
［次のフレームへ］（ ）を使うと便利です。たと
えば、手順6の画面で［次のフレームへ］（ ）を
クリックすると、映像をコマ送りすることができま
す。シーンの切り替わり位置などをピッタリ指定し
たいときなどに便利です。

必要な部分をもっと細かく
表示するには

マーク開始とマーク終了で指定した範囲の映像を
確認したいときは、以下のように手順7で［トリム
したビデオだけを再生］をクリックすることで、そ
の範囲だけを再生できます。

指定した部分を再生して
確認するには

12

マーク終了を指定する6 指定したマーク開始と
マーク終了を確認する7

マーク開始を
表わす赤い印
が移動した

ここに表示される映像を確認しなが
らジョグバーをドラッグし、必要な
映像の最後の部分を表示する

q必要な映像の最後の部分
までジョグバーをドラッグ

w［マーク終了］をクリック

映像の必要な部分が
青く表示された

編集した内容をチャプタとして
保存するかどうかを確認する画
面が表示された

ここではチャプタ
として保存する

映像の必要な部分を
編集できた

メディアクリップリストに
編集した部分が追加された

q［OK］をクリック

w［はい］を
クリック

手順7で［カットしたビデオ
を再生］をクリック

◆前のフレームへ ◆次のフレームへ



間違った位置をマーク開始やマーク終了に設定してし

まったときは、正しい映像位置を指定してから、もう一

度、マーク開始やマーク終了をクリックして位置を指定

し直します。

間違った場合は？

映像をうまく編集するコツは、必要な部分と

不要な部分を正確に指定することです。位置

を正確に指定すれば、不要なシーンが表示さ

れたり、必要なシーンが途中で切れたりして

しまうことを防止できます。ジョグバーでおお

まかな位置を指定し、［前のフレームへ］（ ）

や［次のフレームへ］（ ）で、細かく調節す

るなどして正確に位置を指定すると良いでし

ょう。なお、このレッスンの設定はあくまでも

カットする部分の位置を指定しているだけで、

映像ファイル自体からシーンが削除されてい

るわけではありませんので安心してください。

映像編集のコツは位置の細かな設定

4

ビ
デ
オ
の
カ
ッ
ト
編
集

手順5～6の操作を繰り返して、複数の位置をマー
クすると、1つの映像を複数の箇所に分割すること
ができます。映像の中に必要なシーンがいくつかあ
る場合は、この方法で編集すると良いでしょう。

1つの映像を複数箇所に分割できる

£ マーク開始
¢ マーク終了

ショートカットキー

13

映像の編集が完了した8
［ビデオのカット編集］画面が
閉じ、手順4に戻った

1つの映像の中でも手順5と6を繰り返す
ことで、複数の箇所を指定できる

ビデオのカット編集をし
た映像にはこのアイコン
が表示される

DVD MovieWriter SEでは同時に複数の映像を追加
することができます。複数の映像をつなげたり、映
像の中から必要なシーンを取り出したりしたいとき
などは、10ページの手順1～3を繰り返して複数の
映像を追加しましょう。

複数の映像を追加できる



レッスン

映像に効果を
追加するには5
ビデオをエンハンス

で
き
る
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映像に効果を追加してみましょう。効果

を使うと、映像の最後で自然に暗くなっ

ていくようにしたり、シーンの切り替えを

スムーズにしたりすることなどができます。

間違った効果を設定してしまったときは、手順４で効

果の一覧から別の効果を選び直します。

間違った場合は？

トランジションとは、シーンが切り替わる場所など
で、前後の映像をスムーズに切り替わるようにした
り、逆にシーンの切り替えを目立たせたりするなど
の演出をするための効果です。代表的なものとして
は、次第に映像を暗くするフェードアウトなどの効
果があります。

トランジションってなに？

14

効果を追加する映像を選択する1

［効果］タブを表示する2

［効果］タブが表示された3

［トランジション/テキストを
追加］画面が表示された

ここでレッスンrで編集
した映像に効果を追加する

qレッスンrで編集
した映像をクリック

w［ビデオをエンハンス］
をクリック

［効果］タブを
クリック

映像にトランジションの
効果を追加する

DVD MovieWriter SEでは、映像にトラン

ジションと呼ばれる映像効果を加えたり、テ

キストを追加したりすることもできます。こ

こでは例として、映像が自然に消えていくよ

うなトランジション効果を映像の最後に追加

してみます。

［効果］タブでは、映像にトランジション
効果を追加できる

レッスンwからrを
参考にいくつかの映像
を追加しておく
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映像の最後に効果を追加した場合などは、映像の
最後までの時間と効果の表示に必要な映像の長さ
がうまく合わない場合があります。このような場合、
メッセージが表示され、映像に効果が適用される
時間が自動的に調節されます。

効果を追加したときにメッセージが
表示されたときは

15

次のページに続く

追加する効果を選択する4

効果を選択できた5

映像に効果を追加する6

ここでは、映像の最後が
黒くフェードアウトする
ように効果を付ける

q［トランジション効果
を選択］をクリック

wここをクリックし、
一覧の続きを表示

e［黒い画面にフェード-F/X］を
クリック

映像に付けられる効果が
一覧で表示された

選択した効果が反転して
表示された

効果を追加する映像の
部分を表示する

ここでは映像の最後に
効果を付ける

ここに選択した効果のプ
レビューが表示される

［デュレーション］は追加した効果が
表示される時間を表わしている

q映像の最後の部分まで
ジョグバーをドラッグ

w［現在の位置に
追加］をクリック

効果を付けた部分が青く
反転して表示された

映像に効果を
追加できた

追加した効果はこ
こに表示される

［OK］を
クリック



で
き
る
ア
イ
ビ
ス

手順7の画面で［テキスト］タブをクリックすると、
映像の中にテキストを追加することができます。映
像のタイトルを表示したり、シーンを説明するキャ
プションを追加したり、人物に文字のコメントを付
け加えたりするなど、さまざまな用途に活用すると
良いでしょう。

映像にテキストを追加することも
できる

間違った効果を設定してしまったときはHINT!「追加

した効果を削除するには」を参考に効果を削除します。

間違った場合は？

16

追加した効果を削除したいときは、以下のように
追加した効果を一覧から選び、［選択したトランジ
ション効果をビデオクリップから削除します］をク
リックすることで不要な効果を削除できます。

追加した効果を削除するには

追加した効果を反映する7 効果が反映された8
ここまでの手順で追加した
効果を反映する

追加した効果が反映され、
手順1の画面に戻った

選択したトランジション
効果が削除された

［OK］を
クリック

w［選択したトランジション効果をビデオ
クリップから削除します。］をクリック

q［トランジション効果
の位置］をクリックし、
追加した効果を選択

選択した効果が追加
された部分が反転し
て表示された

［テキスト］タブでは映像に
テキストを追加できる



DVD MovieWriter SEでは、映像の最初や最

後、シーンの切り替えに効果を設定したり、

映像に文字やBGMを追加したりするような演

出がかんたんにできます。しかし、このような

演出は、あまり多用しないことが重要です。

たとえばシーンの切り替えごとにいろいろな効

果が表示されると、見ていて疲れる映像にな

ってしまいます。効果やテキスト、BGMなど

は、あくまでもオリジナルの映像を助けるため

の脇役です。あまり効果を追加しすぎると肝

心の映像の雰囲気が損なわれてしまいますの

で、適度に抑えることが大切です。

あまり効果を追加しすぎないようにしよう

5
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17

映像には効果やテキストだけでなく、音楽も追加
することができます。手順7の画面で［オーディオ］
タブをクリックし、パソコンに保存されている音楽
ファイルなどを指定すると、その音楽がBGMとし
て映像と一緒に再生されます。シーンに合わせた音
楽を選んで、楽しい映像を作成してみましょう。

BGMを追加するには

ここまでに編集した内容を
保存する9

手順8の画面に戻り、
編集内容を保存できた

［名前を付けて保存］ダイア
ログボックスが表示された

編集内容を保存する

q［設定とオプション］
をクリック

w［名前を付けて保存］
をクリック

eファイル名を
入力

r［保存］を
クリック

［オーディオ］タブでは映像にBGM
として音楽ファイルを追加できる

編集した映像は、DVDに書き出すだけでなく、映
像ファイルとしてパソコンに保存しておくこともで
きます。手順9で編集内容を保存後、以下のよう
に［ビデオをエクスポート］でファイルとして保存
しておきましょう。ただし、書き出せるファイル形
式はレッスンeで選択した映像フォーマットに左
右されますので注意しましょう。

編集した映像を書き出すには

q書き出し
たい映像を
右クリック

w［ビデオをエクスポート］－
［AVCHD対応ビデオを高速エク
スポート］の順にクリック



レッスン

DVDのメニューを
作成するには6
メニューの編集

で
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編集した映像をDVDに書き込むための準

備をしましょう。まずは、DVDとして再

生したときに表示されるメニュー画面を作

成します。

手順３でダブルクリックしたときに、テキストの位置な

どを間違って動かしてしまったときは、メニュー画面を

右クリックし、［このページをリセット］を選択すると、

最初の位置に戻せます。

間違った場合は？

手順2で表示されるメニュー画面のデザインなどの
テンプレートは、レッスンeで選択した映像フォ
ーマットによって異なります。本書ではフォーマッ
トにDVDを選んだ場合を例に設定を進めますが、
そうでない場合は別のテンプレートを選択して設定
を進めましょう。

DVDのフォーマットによって
利用できるテンプレートが異なる

DVD MovieWriter SEには、カテゴリごとにいろい
ろな種類のテンプレートが用意されています。テキ
ストのみが表示されるシンプルなテンプレートや映
像のシーンが再生されるテンプレートなどもありま
すので、好みによって選ぶと良いでしょう。

いろいろなテンプレートが
用意されている

18

メニューを作成する画面を
表示する1 メニューテンプレートが

表示された2
DVDを再生したときの
メニューを作成する

［テンプレートを選択
してメニューを作成］
画面が表示された

［次へ］をクリック

あらかじめ用意されている
テンプレートがギャラリー
タブに表示される

カテゴリごとのテンプレート
の一覧が表示される

手順2で［メニューテンプレート
カテゴリー］をクリック



6

メ
ニ
ュ
ー
の
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手順4で入力したメニューのテキストは、かんたん
に大きくしたり、小さくしたりすることができます。
テキストの入力後、［編集］タブをクリックし、テ
キストの大きさや色などを変更しましょう。

テキストを拡大縮小することも
できる

19

次のページに続く

編集するメニューを選択する3
テキストを編集する4

追加した映像がそれ
ぞれメニューとして
表示されている

ここでは各メニューのテキ
ストを映像の内容にあった
ものに編集する

編集したいメニューを
ダブルクリック

カーソルが表示され、テキストを
編集できるようになった

入力したテキスト
を確認しておく

qメニューの
テキストを入力

w次に編集したいメニューを
ダブルクリック

入力したメニューのテ
キストが確定された



で
き
る
ア
イ
ビ
ス

手順6の画面で［編集］タブをクリック後、［モー
ションメニュー］を設定すると、背景に動画を設
定するなど、動きのあるメニューを作ることもでき
ます。より凝ったメニューにしたいときに活用する
と良いでしょう。

メニューに動きを付けることも
できる

20

メニューの続きを表示する5

プレビュー画面を表示する7

プレビューを開始する8
メニューの続きが表示された6

手順2から3までを参考に、ほかの
メニューを編集しておく

メニューの続きが
表示された

残りのメニューもここまでの
手順を参考に編集しておく

ここまでの手順で編集した
メニューを確認する

プレビュー画面が
表示された

ここに［1/2］と表示されて
いるので、メニューに続きが
あることがわかる

［次のメニューへ］
をクリック

［プレビュー］を
クリック

［再生］を
クリック

編集したメニューを確認する

左側に表示された仮想のリモコン
を操作してプレビューする

ここにDVDを再生したときの
プレビューが表示された



プレビューの確認で思い通りのメニューではなかったと

きは、プレビュー終了後、もう一度、メニューを編集

し直しましょう。

間違った場合は？

メニュー画面は、DVDにどんな映像が収録さ

れているのかを表示したり、その中から見た

い映像を選んだりするために欠かせない機能

です。必要以上に凝ったメニューを作る必要

はありませんが、映像のタイトルなどをしっか

りと入力し、見やすいDVDのメニューを作成

しましょう。なお、作成したメニューは、次

のステップでDVDへの書き込みを開始してし

まうと、もはや修正することはできません。書

き込みを開始する前、つまり、このレッスン

の段階で、デザインは問題ないか、タイトル

と映像が間違っていないか、誤字や脱字など

がないかどうかをしっかりと確認しておくよう

にしましょう。

書き込む前によく確認しよう

6

メ
ニ
ュ
ー
の
編
集

メニューの操作はリモコンだけでなく、マウスでも
行うことができます。手順8のプレビュー画面をマ
ウスで操作できるのはもちろんのこと、作成した
DVDをパソコンで再生するときなども、マウスを
使ってメニューを操作することができます。

メニューはマウスでも操作できる
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映像を再生する9

プレビューを終了する10

DVDプレーヤーで操作する
ときと同じ要領で操作する

選択した映像が
再生された

編集したメニューを
確認できた

プレビューが終了し、
手順6の画面に戻った

プレビューが停止した

プレビューを
停止する

q仮想のリモコンを使
い、再生する映像を選択

w［入力］をクリック

e［停止］をクリック

［戻る］をクリック



レッスン

完成した映像を
DVDに書き込むには7
書き込み

で
き
る
ア
イ
ビ
ス

思い通りに映像を編集し、メニューも完成

したら、いよいよ最後の仕上げをします。

作成した映像をDVDに書き込んで完成さ

せましょう。

手順４で［書き込み］がクリックできないときは、書き

込み可能なメディアがドライブにセットされているかど

うかを確認しましょう。

間違った場合は？
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DVDの書き込み画面を表示する1 DVDの書き込み画面が
表示された2

ドライブにDVDメディアを
セットする3

ここまでの手順で編集した映像と作成した
メニューをDVDビデオとして書き込む

［次へ］をクリック

［［書き込み］ボタンを押して
DVDを作成］画面が表示された

書き込むためのDVDメディアがセットされてい
ないと、［ディスク形式］に［ディスクが挿入され
ていません］と表示される

［ディスクラベル］にはレッスン
tで保存したときのプロジェクト
名が自動的に入力される

DVD RECORDABLE

DVDビデオとして書
き込むためのDVD
メディアをセット

注意 DVD MovieWriter SEでの書き込みに対応
しているDVDメディアは8cmまたは12cmの
DVD-R（1層、2層）、DVD-RWになります

パソコンで編集した映像やレッスンtのHINT!を参
考にファイルとして書き出した映像は、再びiVIS
に書き戻すこともできます。1つの映像が2GB以内
のサイズで、ハイビジョン画質の場合に限られます
が、iVISに書き戻すことで手軽に持ち運ぶことがで
き、外出先などで映像を楽しむことができます。

パソコンに保存された映像を
iVISに書き戻せる

［ビデオカメラに書き戻し］画面が表示され、
iVISに書き戻す映像を選択できるようになる

qレッスンwを参考に
［GuideMenu］を表示

w［ビデオカメラ
に書き戻し］をク
リック



7

書
き
込
み

DVDへの書き込みは映像編集の最終ステップ

です。書き込みを実行することで、これまで

に編集した映像やメニューが、DVDに保存さ

れ、完成品として鑑賞することができるよう

になります。ただし、最終ステップということ

からもわかるとおり、この作業を実行してし

まうと、もはや映像やメニューを修正するこ

とはできなくなり、修正したい場合はもう一

度DVDへの書き込みをやり直さなければなら

なくなります。映像や効果、メニュー、そし

てフォーマットなど、本当に間違っていない

かどうかを良く確認してから実行しましょう。

最後の確認を忘れずに

レンダーとは、映像を変換する作業のことです。
iVISで撮影した映像はHDモードなので、DVD-
Video形式で書き込むために、映像の形式や画質、
サイズなどを変更する必要があります。この作業を
レンダーと呼びます。映像によってはレンダーに長
い時間がかかる場合もあります。

レンダーってなに？
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書き込みを開始する4

書き込みが完了した5

書き込みが可能なDVDメディアが
セットされると、ここに表示される

レンダーに時間がかかるという
メッセージが表示される

書き込みが開始された

書き込みが完了する
まで、しばらく待つ

q［書き込み］
をクリック

w［OK］を
クリック w［OK］を

クリック

e［終了］を
クリック

書き込みが完了すると、次
に何をするかどうかを選択
する画面が表示される

［DVD MovieWriter SE］の
Launcher画面が表示された

ここではプロジェクト
を保存し、DVD Movie
Writerを終了する

Launcher画面が閉じた

Launcher画面
を閉じる

q［プロジェクトファイルを保存してDMWを
終了し、ラウンチャを実行します］をクリック
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